
                       

平成30年度尾道市立三幸小学校 全国学力学習状況調査結果について 

【全国学力・学習状況調査】※数正答率 

【国語Ａ：主として知識】 

 全体 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 言語事項 

全国平均 ７０．７ ９０．１ ７３．８ ７４．０ ６７．０ 

広島県平均 ７３．０ ９２．５ ７５．８ ７６．７ ６９．７ 

本校平均 ７２．０ ９４．１ ７６．５ ７０．６ ６８．４ 

 

【国語Ｂ：主として活用】 

 全体 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと  

全国平均 ５４．７ ６４．６ ４５．６ ５０．８  

広島県平均 ５９．０ ６８．３ ５０．６ ５６．７  

本校平均 ５４．０ ６０．８ ５０．６ ５５．９  

 

【算数Ａ：主として知識】 

 全体 数と計算 量と測定 図形 数量関係 

全国平均 ６３．５ ６２．３ ７２．７ ５６．９ ６０．１ 

広島県平均 ６６．０ ６４．４ ７５．５ ５８．３ ６１．１ 

本校平均 ５６．０ ４９．４ ７５．０ ４７．１ ４７．１ 

            

 

【算数Ｂ：主として活用】 

 全体 数と計算 量と測定 図形 数量関係 

全国平均 ５１．５ ５８．４ ５２．４ ５９．９ ４５．１ 

広島県平均 ５４．０ ６０．９ ５５．７ ６４．４ ４７．２ 

本校平均 ４５．０ ５２．０ ４５．６ ５５．９ ３７．６ 

             

【理科】 

 全体 物質 エネルギー 生命 地球 

全国平均 ６０．３ ５９．８ ５３．１ ７３．６ ４９．５ 

広島県平均 ６３．０ ６０．７ ５６．８ ７７．０ ５２．７ 

本校平均 ５７．０ ５８．８ ５５．９ ６７．６ ４４．１ 

 

今年度４月に実施した全国学力学習状況調査（６年 国・算・生活）の結果が８月下旬に

公表されました。この調査から，本校児童の学力の実態や生活の様子が明らかになり，課題



も見えてきました。そこで，学習に関する状況と今後の取組についてお知らせ致します。 

国語科においては，基礎的・基本的な知識・技能が身についているかどうかを見取る問題，

活用問題ともほぼ全国平均と同じです。しかし，A 問題においては「読むこと」に B 問題

については「話すこと・聞くこと」について課題が見られました。 

算数科では，基礎的・基本的な知識・技能が身についているかどうかを見取る問題，活用

問題とも全国平均を下回っています。 

理科では，仕組みについて正しく説明することや予想が確かめられた場合に得られる結果

を見通して実験を構想することに課題が見られました。 

これらの結果から，教科を問わず，文章の内容を理解する「読むこと」、目的や意図に応

じて必要な情報を整理し，自分の考えをまとめて「書くこと」や「説明すること」が課題で

あることが明らかになりました。 

この結果を受けて，各教科で重点課題を絞り，学年の系統性を考えた取組を学校体制で行

ってきています。 

 


